
地
球
温
暖
化
へ
の
市
の
対

策
は
。
屋
上
緑
化
へ
の
助
成
な
ど

も
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

屋
上
緑
化
は
都
も
条
例

で
推
進
し
て
い
る
。
市
長
会
も

都
の
来
年
度
予
算
で
屋
上
緑
化

へ
の
財
政
支
援
を
要
請
し
た
。

公
共
施
設
や
学
校
の
屋

映
せ
ず
、
行
政
の
一
方
的
な
選
任

に
よ
る
委
嘱
が
ふ
え
て
い
な
い
か
。

法
の
裏
づ
け
の
あ
る

も
の
と
な
い
も
の
と
あ
る
。

法
に
基
づ
い
て
も
、
市

民
の
意
思
反
映
の
方
法
は
探
究

す
べ
き
だ
。
考
え
の
違
う
委
員
を

や
め
さ
せ
て
い
な
い
か
。

調
査
し
て
み
た
い
。
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「
学
級
規
模
を
30
人
以
下

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
は

切
実
だ
。
東
京
都
に
実
施
さ
せ

る
た
め
に
も
、
市
で
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
る
。

国
・
都
の
動
向
を
見

る
。

議
員
団
で
市
内
の
小
・

中
学
校
を
視
察
し
た
。「
暑
く
て

勉
強
に
な
ら
な
い
」「
ト
イ
レ
が

臭
い
」「
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
」
な

ど
が
ど
の
学
校
で
も
起
き
て
い

る
。
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
、
危
険
・

老
朽
箇
所
の
改
善
・
改
修
、
プ

ー
ル
シ
ャ
ワ
ー
の
温
水
化
な
ど
、

教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
の
補
助
事
業
も
含
め

計
画
を
し
て
い
く
。
ト
イ
レ
の
改

修
な
ど
は
、
順
次
進
め
て
い
く
。

都
の
行
っ
た
昨
年
の
環
境

調
査
で
は
、
車
排
出
ガ
ス
の
浮
遊

粒
子
状
物
質
が
市
の
３
測
定
局
と

も
環
境
基
準
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
。
大
気
汚
染
が
深
刻
だ
。
市
の

独
自
調
査
と
対
策
を
求
め
る
。

汚
染
が
ひ
ど
い
こ
と
は

認
め
る
。
環
境
基
本
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

銭
湯
の
振
興
対
策
と
し

て
入
浴
券
の
拡
充
、
子
ど
も
・

障
害
者
の
無
料
入
浴
な
ど
を
。

薬
湯
の
と
き
、

小
学
生
以
下
と
65
歳
以
上
は
無

料
開
放
を
行
っ
て
い
る
。

有
事
法
に
よ
っ
て
自
治

体
は
、
市
民
を
戦
争
に
動
員
さ
せ

ら
れ
る
。
反
対
せ
よ
。

国
の
対
応
を
見
守
る
。

地
方
の
財
政
難
は
、
国

の
財
政
責
任
の
放
棄
に
あ
る
。
負

担
増
な
ど
市
民
へ
の
責
任
の
転
嫁

は
や
め
よ
。

現
下
の
経
済
状
況
で
は

不
可
能
。行

革
大
綱
の
「
受
益
者

が
特
定
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の

負
担
水
準
の
見
直
し
」
と
は
何
か
。

無
料
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
洗
い
出
し
て
検
証
し
、
受
益
者

に
負
担
し
て
も
ら
う
。

路
面
排
水
ま
す
に
浸
透

ま
す
を
併
用
せ
よ
。

雨
水
の
流
出
抑
制
や
地

下
水
の
保
全
の
た
め
必
要
。
検
討

す
る
。

は
な
バ
ス
の
第
一
ル
ー

ト
は
、
内
回
り
の
循
環
バ
ス
に
な

っ
て
い
る
。
外
回
り
も
検
討
せ
よ
。

懇
談
会
や
行

政
内
部
で
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
の
行
政
機

関
の
選
任
が
、
市
民
の
意
思
を
反

財
政
難
は
国
の
責
任
。
市
民
に
転
嫁
す
る
な

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
）

上
緑
化
、
農
地
や
雑
木
林
の
保

存
な
ど
を
積
極
推
進
す
べ
き
だ
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
施
行
に
欠
か
せ
な
い
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
用
地
確
保
の
進
捗
は
。

市
内
の
４
カ
所
目
を
交

渉
中
だ
が
厳
し
い
。
さ
ら
に
努

力
し
た
い
。

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広

域
処
分
組
合
が
エ
コ
セ
メ
ン
ト

事
業
実
施
計
画
を
発
表
し
た
が
、

原
材
料
で
あ
る
焼
却
残
渣
の
安

全
性
、
採
算
性
は
ク
リ
ア
し
た

の
か
。
市
の
負
担
額
は
ど
う
な

る
の
か
。焼

却
残
渣
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
約
千
300
度
の
高
温
焼

成
で
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
。
事
業

は
公
設
民
営
方
式
で
行
う
の
で

運
営
費
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
。

施
設
建
設
費
が
約
265
億
円
、

事
業
運
営
費
は
約
26
億
円
と
さ

れ
て
い
る
。
構
成
自
治
体
の
財

政
へ
の
影
響
は
、
現
在
、
国
庫

補
助
金
等
が
不
明
で
あ
り
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
負
担
金
は

焼
却
残
渣
の
搬
入
量
で
計
算
さ

れ
る
。

重
金
属
は
気
化
さ
れ
大

気
や
土
壌
を
汚
染
す
る
。
採
算

は
極
め
て
不
安
。
市
負
担
も
不

明
な
こ
の
事
業
は
時
期
尚
早
だ
。

屋
上
緑
化
の
推
進
、

エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業

朝
倉
　
文
男
（
共
産
）

小
・
中
学
校
の
全
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

Ｌ
字
溝
工
事
とひ

ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
改
修
を

保
谷
　
育
彦
（
自
民
西
）

私
道
に
つ
い
て
も
Ｌ
字

溝
工
事
を
順
次
進
め
る
予
定
は

な
い
か
。
ま
た
、
泉
町
１
丁
目

上
宿
自
治
会
の
上
地
に
よ
る
市

道
へ
の
早
急
な
対
応
は
可
能
か
。

市
道
に
つ
い
て
は
市
民
の

安
全
と
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た

め
、
要
綱
に
よ
る
計
画
的
な
維
持
・

管
理
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
私
道

の
Ｌ
字
溝
工
事
は
、
希
望
が
あ
れ

ば
補
助
金
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

狭
隘
で
安
全
上
問
題
の

あ
る
道
路
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

円
滑
な
交
通
の
確
保
、

防
災
、
生
活
環
境
の
視
点
か
ら

も
、
狭
隘
道
路
の
改
善
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
市

道
の
拡
幅
は
、
策
定
中
の
総
合

計
画
と
の
整
合
性
の
あ
る
計
画

を
策
定
し
、
検
討
し
て
い
く
。

保
谷
駅
北
口
広
場
に
つ

い
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
協
議
は
。

西
武
鉄
道
と
十
分
協
議

し
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら

整
備
を
進
め
た
。

市
内
の
駅
で
ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
北
口
だ
け
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

計
画
が
な
い
。
安
全
基
準
に
合
わ
な

い
た
め
と
聞
く
が
、
対
応
す
る
た
め

の
土
地
の
買
収
の
意
思
は
あ
る
か
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
は
、
駅
前
広
場

整
備
に
合
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
。
新
市
の
重
点
施
策

で
も
あ
る
の
で
、
再
開
発
の
中
に
事

業
を
取
り
込
み
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
着
工
を
目
指
し
た
い
。

行
政
の
組
織
や
活
動
は
、

国
民
や
住
民
の
基
本
的
人
権
の

保
障
と
実
現
の
た
め
に
あ
り
、

公
共
性
・
公
益
性
を
最
重
視
す

べ
き
。
安
易
な
民
間
委
託
は
公

的
責
任
の
放
棄
に
つ
な
が
る
。

行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、
小
学

校
給
食
や
ご
み
収
集
の
ほ
か
に
、

保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
図
書

館
や
公
民
館
の
管
理
運
営
業
務
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管
理
運
用
の

民
間
委
託
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

住
民
合
意
が
必
要
で
は
な
い
か
。

民
間
の
積
極
的
活
用
で

人
件
費
等
の
削
減
に
努
め
る
。

学
校
選
択
制
は
、
本
来

な
ら
教
育
活
動
の
中
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
親

の
選
択
と
い
う
形
で
回
避
す
る

こ
と
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

と
一
体
と
な
っ
て
入
学
者
数
の

多
い
少
な
い
で
評
価
す
る
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
国
・
都
の
押

し
つ
け
た
方
針
そ
の
ま
ま
の
重

大
な
制
度
変
更
で
あ
り
、
制
度

に
対
す
る
市
民
へ
の
情
報
提
供

が
不
十
分
で
は
な
か
っ
た
か
。

現
行
制
度
の
弾
力
化
で

あ
り
、
情
報
提
供
は
不
十
分
で

は
な
い
と
考
え
る
。

学
校
５
日
制
に
対
応
し

て
、
多
摩
六
都
科
学
館
の
土
曜

日
の
小
中
学
生
の
入
館
料
を
無

料
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

関
係
市
と
協
議
す
る
。

失
業
や
倒
産
で
学
校
へ

の
支
払
い
が
で
き
な
い
な
ど
の

際
、
人
権
に
配
慮
し
適
切
な
就

学
援
助
費
の
周
知
徹
底
を
。

公
的
責
任
問
わ
れ
る

民
間
委
託
・
学
校
選
択
制

倉
根
　
康
雄
（
共
産
）

はなバス けやき小学校（旧西原二小）
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質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

都
市
整
備
部
長

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

提
言

質
問

答
弁

意
見

質
問

答
弁

質
問

答
弁

意
見

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

市
長

質
問

市
民
生
活
部
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

介
護
保
険
料
見
直
し
に

つ
い
て
、
１
カ
月
約
３
万
４
千

円
の
年
金
か
ら
も
天
引
き
さ
れ
、

現
在
の
基
準
額
２
千
921
円
で
も

負
担
が
重
い
な
ど
の
声
が
あ
る
。

来
年
度
に
向
け
３
千
613
円
と

23
％
も
の
値
上
げ
案
は
妥
当
か
。

よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

れ
ば
負
担
増
は
仕
方
が
な
い
。

保
険
料
滞
納
者
で
経

済
的
困
難
者
に
は
、
市
の
責

任
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
中
断

さ
れ
な
い
対
策
を
と
る
べ
き
。

最
善
の
努
力
を
す
る
。

老
人
福
祉
手
当
の
廃

止
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
へ
の
補
助
金
削
減
な
ど
東

京
都
の
一
方
的
な
福
祉
の
削

減
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
・

事
業
者
、
市
へ
の
影
響
が
大

き
い
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

介
護
保
険
へ
の
影
響

は
及
ば
な
い
と
考
え
て
い
る
。

支
援
費
制
度
に
つ
い
て
、

審
査
体
制
は
検
討
し
て
い
る
か
。

10
名
程
の
有
資
格
者
で

審
査
検
討
機
関
を
立
ち
上
げ
る
。

支
援
費
制
度
で
も
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
き

め
細
か
な
対
応
を
。

有
資
格
者
で
対
応
す
る
。

け
や
き
号
の
運
行
は
、

要
綱
で
「
や
む
を
得
ず
早
朝
・

夜
間
に
及
ぶ
時
は
そ
の
時
間

ま
で
」
と
あ
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
N
P
O
法
人
に
委

託
先
を
変
更
後
、
時
間
外
は

運
行
し
て
い
な
い
実
態
が
あ
る

が
ど
う
か
。

要
綱
ど
お
り
に
す
る
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し
は

実
態
に
合
わ
せ
よ
！

大
川
　
真
理
（
共
産
）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

開
発
優
先
で
な
く福

祉
や
教
育
予
算
の
増
額
を

高
梨
　
功
（
共
産
）

長
野
県
知
事
選
の
教
訓
は
「
脱

ダ
ム
宣
言
」、
福
祉
や
教
育
が

主
役
。
本
市
も
そ
れ
を
教
訓

に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

合
併
記
念
公
園
に
106
億

円
、
保
谷
駅
南
口
、
ひ
ば
り
ヶ

丘
駅
南
口
開
発
に
総
計
214
億
円
。

開
発
型
偏
重
の
市
政
運
営
だ
。

こ
の
開
発
型
市
政
を
凍
結
し
、
福

祉
・
教
育
・
暮
ら
し
応
援
の
市

政
に
転
換
を
。

開
発
型
で
は
な
い
。

入
院
時
お
む
つ
代
助
成

事
業
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
市
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
り
要
求
だ
。

全
面
的
予
算
の
復
活
を
求
め
る
。

ご
指
摘
の
こ
と
は
あ
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
を
削
減

す
る
な
！

「
行
政
改
革
」
で
各
種
補
助

金
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
高
齢
者
の
生
活
に
大
き

な
役
割
を
持
つ
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

補
助
金
は
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。

削
減
で
は
な
い
。
必
要

な
と
こ
ろ
は
手
厚
く
と
考
え
る
。

市
道
ほ
39
号
線
に
民
有

地
が
存
在
す
る
と
い
う
お
か
し

な
現
象
が
あ
る
。
近
隣
者
は
公

図
上
出
口
が
な
い
と
い
う
大
変

な
損
害
を
被
っ
て
い
る
。
一
刻

も
早
い
解
決
を
。

鋭
意
努
力
す
る
。

市
発
注
事
業
を
市
内
業
者
に

市
発
注
の
公
共
事
業
を

商
工
振
興
策
と
し
て
100
％
近
く

ま
で
拡
大
す
べ
き
だ
。

そ
の
姿
勢
だ
。
商
工
振

興
策
に
も
な
る
。

質
問

質
問

市
長

質
問

答
弁

市
長

部
長

質
問

市
長

質
問


